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 運営状況について 
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１ 令和４年度決算の状況 

 

（１）総括 

 

令和４年度の一般会計及び特別会計を合わせた総計決算額は、歳入 1,566 億 8,003 万 5,856

円、歳出 1,556 億 501 万 7,067 円です。歳入歳出差引額は、10 億 7,501 万 8,789 円となり、

翌年度へ繰り越すべき財源がないため、実質収支額は、10 億 7,501 万 8,789 円となります。

また、前年度繰越金等の要素を除いた単年度収支額は、△33 億 7,941 万 9,115 円となってい

ます。 

一般会計の決算額は、歳入 2 億 3,677 万 8,551 円、歳出 2 億 3,032 万 9,498 円です。前年

度に比べ、歳入は 1,751 万 8,265 円の減少、歳出は 1,469 万 4,559 円の減少となっています。 

歳入が減少した主な要因は、特別会計繰入金の減少によるもので、前年度と比較して 2,900

万 8,297円の減少となっています。 

歳出が減少した主な要因は、総務費の減少によるもので、前年度と比較して 2,740 万 7,091

円の減少となっています。 

特別会計の決算額は、歳入 1,564 億 4,325 万 7,305 円、歳出 1,553 億 7,468 万 7,569 円で

す。前年度に比べ、歳入は 1 億 3,916 万 3,035 円の減少、歳出は 32 億 3,743 万 2,374 円の増

加となっています。 

歳入が減少した主な要因は、前年度繰越金の減少によるもので、前年度と比較して 24 億

7,233万 1,060円の減少となっています。 

歳出が増加した主な要因は、保険給付費の増加によるもので、前年度と比較して 54 億 7,013

万 7,572円の増加となっています。 

 

① 収支の状況 

（単位：円）   

一般会計 特別会計 計

236,778,551 156,443,257,305 156,680,035,856

230,329,498 155,374,687,569 155,605,017,067

6,449,053 1,068,569,736 1,075,018,789

0 0 0

6,449,053 1,068,569,736 1,075,018,789

△ 2,823,706 △ 3,376,595,409 △ 3,379,419,115

項目

A 歳入総額

B 歳出総額

C 歳入歳出差引額
　　　　　　　A-B

D 翌年度へ
　 繰り越すべき財源

E 実質収支額　C-D

F 単年度収支額
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② 収支の状況（前年度比較） 

 

 ア 一般会計 

（単位：円）  

令和4年度 令和3年度 比較増減

236,778,551 254,296,816 △ 17,518,265

230,329,498 245,024,057 △ 14,694,559

6,449,053 9,272,759 △ 2,823,706

0 0 0

6,449,053 9,272,759 △ 2,823,706

△ 2,823,706 909,694 △ 3,733,400

項目

A 歳入総額

B 歳出総額

C 歳入歳出差引額
　　　　　　　A-B

D 翌年度へ
　 繰り越すべき財源

E 実質収支額　C-D

F 単年度収支額
 

 

 

 

イ 特別会計 

（単位：円） 

令和4年度 令和3年度 比較増減

156,443,257,305 156,582,420,340 △ 139,163,035

155,374,687,569 152,137,255,195 3,237,432,374

1,068,569,736 4,445,165,145 △ 3,376,595,409

0 0 0

1,068,569,736 4,445,165,145 △ 3,376,595,409

△ 3,376,595,409 △ 2,472,331,060 △ 904,264,349

項目

F 単年度収支額

A 歳入総額

B 歳出総額

C 歳入歳出差引額
　　　　　　　A-B

D 翌年度へ
　 繰り越すべき財源

E 実質収支額　C-D
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（２）一般会計 

 

①歳入（款別）の状況 

（単位：円） 

１．分担金及び負担金 167,811,000 167,811,000 167,811,000 0 0 100.00

２．国庫支出金 3,911,000 3,930,700 3,930,700 0 0 100.50

３．財産収入 9,000 8,738 8,738 0 0 97.09

４．繰入金 70,416,000 55,249,062 55,249,062 0 0 78.46

５．繰越金 9,273,000 9,272,759 9,272,759 0 0 100.00

６．諸収入 45,000 506,292 506,292 0 0 1,125.09

計 251,465,000 236,778,551 236,778,551 0 0 94.16

区分
予 算 現 額

に 対 す る

収 入 率 (%)
予算現額 調 定 額 収入済額

不　納

欠損額

収　入

未済額

 
 

 

     

②歳出（款別）の状況 

  （単位：円） 

１．議会費 2,753,000 2,176,582 0 576,418 79.06

２．総務費 222,010,000 215,306,916 0 6,703,084 96.98

３．公債費 50,000 0 0 50,000 　　―

４．諸支出金 26,152,000 12,846,000 0 13,306,000 49.12

５．予備費 500,000 0 0 500,000 　　―

計 251,465,000 230,329,498 0 21,135,502 91.60

執行率
（％）

区分 予算現額 支出済額
翌年度
繰越額

不用額
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（３）特別会計 

 

①歳入（款別）の状況 

   （単位：円） 

区分

１．分担金及び負担金 27,550,763,000 27,274,172,667 27,274,172,667 0 0 99.00

２．国庫支出金 51,593,647,000 52,041,067,965 52,041,067,965 0 0 100.87

３．県支出金 13,067,182,000 12,699,583,340 12,699,583,340 0 0 97.19

４．支払基金交付金 60,710,029,000 59,698,006,000 59,698,006,000 0 0 98.33

５．共同事業交付金 52,283,000 89,390,956 89,390,956 0 0 170.98

６．財産収入 97,000 97,881 97,881 0 0 100.91

７．繰入金 1,240,035,000 12,846,000 12,846,000 0 0 1.04

８．繰越金 4,445,165,000 4,445,165,145 4,445,165,145 0 0 100.00

９．諸収入 219,221,000 199,352,226 182,927,351 0 16,424,875 83.44

計 158,878,422,000 156,459,682,180 156,443,257,305 0 16,424,875 98.47

予算現額
に対 す る

収入比(%)

予算現額 調 定 額 収入済額
不　納
欠損額

収　入
未済額

 
 

 

②歳出（款別）の状況 

（単位：円） 

１．総務費 4,471,984,000 4,453,487,258 0 18,496,742 99.59

２．保険給付費 153,038,589,000 149,600,860,180 0 3,437,728,820 97.75

３．特別高額医療費

   共同事業拠出金
85,950,000 79,828,886 0 6,121,114 92.88

４．保健事業費 556,623,000 538,324,159 0 18,298,841 96.71

５．基金積立金 664,245,000 664,244,767 0 233 100.00

６．公債費 3,000,000 0 0 3,000,000 　　 ―

７．諸支出金 38,031,000 37,942,319 0 88,681 99.77

８．予備費 20,000,000 0 0 20,000,000 　　 ―

計 158,878,422,000 155,374,687,569 0 3,503,734,431 97.79

執行率
（％）

区分 予算現額 支出済額
翌年度
繰越額

不用額
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（４）基金の状況 

 

①財政調整基金 

 

   年度間の経費と財源の不均衡を調整し、財政の健全な運営を図るため、前年度の事務 

  費分賦金に係る決算剰余金を積立てしています。 

（単位：円） 

年 度 
決算年度中増加高 決算年度中 

減少高 

決算年度末 

現在高 新規積立額 利子積立額 計 

H30 38,848,694 93,231 38,941,925 129,996,000 178,530,627 

R1 60,092,970 21,304 60,114,274 9,144,000 229,500,901 

R2 35,636,509 10,465 35,646,974 30,937,000 234,210,875 

R3 65,301,424 13,095 65,314,519 15,000,000 284,525,394 

R4 37,202,821 8,738 37,211,559 27,319,000 294,417,953 

 

②後期高齢者医療給付費準備基金 

 

   後期高齢者医療事業の健全な運営を図るため、保険料に係る決算剰余金を積立てして

います。2 年毎の保険料率の改定においては、この基金の残高見込額を財源に算入して保

険料率を算定します。 

 
    （単位：円） 

年 度 
決算年度中増加高 決算年度中 

減少高 

決算年度末 

現在高 新規積立額 利子積立額 計 

H24 0 1,195,545 1,195,545 0 1,806,716,889 

H25 418,425,764 991,739 419,417,503 0 2,226,134,392 

H26 201,051,670 751,637 201,803,307 0 2,427,937,699 

H27 504,815,274 535,503 505,350,777 0 2,933,288,476 

H28 0 20,752 20,752 1,241,665,717 1,691,643,511 

H29 985,481,008 25,095 985,506,103 10,255,000 2,666,894,614 

H30 600,000 932,328 1,532,328 0 2,668,426,942 

R1 339,000 399,452 738,452 1,310,313,000 1,358,852,394 

R2 0 52,328 52,328 0 1,358,904,722 

R3 1,406,231,367 65,479 1,406,296,846 0 2,765,201,568 

R4 664,146,886 97,881 664,244,767 0 3,429,446,335 
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２ 令和４年度の主な事務・事業について 

 

（１）被保険者の資格管理に関する事務 

 

①被保険者数の状況                          （単位：人） 

年 度 被保険者数（うち、障害認定者数） 
内    訳 

１割負担者 ２割負担者 ３割負担者 

H30 159,942 (3,793) 153,353 - 6,589 

R1 162,489 (3,627) 155,728 - 6,761 

R2 162,523 (3,564) 155,677 - 6,846 

R3 161,922 (3,444) 154,997 - 6,925 

R4 166,153 (3,138) 132,792 25,858 7,503 

 

 ②市町村別被保険者数の状況                      （単位：人） 

市町村名 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

和歌山市 55,153  56,588  57,119  57,321  59,229 

海南市 10,123  10,196  10,063 9,935  10,153 

橋本市 9,893  10,133  10,269 10,272  10,641 

有田市 4,744  4,854  4,872 4,867  5,038 

御坊市 3,771  3,811  3,776 3,751  3,832 

田辺市 13,170  13,250  13,127 12,990  13,201 

新宮市 5,719  5,773  5,751 5,663  5,702 

紀の川市 10,154  10,321  10,349 10,379  10,697 

岩出市 5,239  5,510  5,690 5,844  6,233 

紀美野町 2,354  2,347  2,296 2,235  2,250 

かつらぎ町 3,551  3,549  3,514 3,475  3,548 

九度山町 1,105  1,107  1,095 1,085  1,076 

高野町 801  787  761 737  729 

湯浅町 2,061  2,093  2,077 2,057  2,135 

広川町 1,137  1,136  1,130 1,138  1,185 

有田川町 4,875  4,853  4,768 4,676  4,680 

美浜町 1,407  1,415  1,398 1,384  1,418 

日高町 1,273  1,258  1,238 1,213  1,234 

由良町 1,145  1,153  1,138 1,120  1,130 

印南町 1,530  1,545  1,525 1,514  1,537 

みなべ町 2,176  2,168  2,124 2,117  2,161 

日高川町 1,980  1,966  1,918 1,862  1,855 

白浜町 4,291  4,351  4,343 4,281  4,339 

上富田町 2,042  2,059  2,069 2,104  2,182 

すさみ町 1,127  1,119  1,093 1,036  1,033 

那智勝浦町 3,429  3,460  3,418 3,378  3,433 

太地町 771  776  762 749  749 

古座川町 854  836  826 804  795 

北山村 140  144  139 130  125 

串本町 3,929  3,935  3,875 3,809  3,838 

県全体 159,942 162,489  162,523  161,922  166,153 

※年間の被保険者数の平均値であり、県全体の人数と市町村の人数の合計は、一致しません。 
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（２）医療の給付に関する事務 

 

①医療給付費の状況 

被保険者一人当たりの医療給付費は、次のとおりです。 

（単位：円） 

年 度 被保険者数（人） 医療給付費 
一人当たり 

医療給付費 

H30 159,942 140,408,834,305 877,873 

R1 162,489 146,292,223,439 900,321 

R2 162,523 141,687,812,133 871,802 

R3 161,922 143,514,971,606 886,322 

R4 166,153 148,933,160,048 896,362 

※被保険者数は、年間の平均値を記載しています。 

※医療給付費は、返還金等を控除する前の数値を記載しています。 

 

ア 療養給付費の状況 

保険医療機関又は保険薬局を通じて被保険者に支給する療養給付費（現物給付）の支

給実績は、次のとおりです。 

    （単位：円） 

年 度 

全   体 うち、１割負担者分 うち、３割負担者分 

件数

（件） 
給付実績 

件数

（件） 
給付実績 

件数

（件） 
給付実績 

H30 4,518,885 137,159,120,957 4,329,520 132,787,248,253 189,365 4,371,872,704 

R1 4,635,876 143,041,747,473 4,439,439 138,626,926,124 196,437 4,414,821,349 

R2 4,465,802 138,666,786,995 4,276,001 134,386,238,829 189,801 4,280,548,166 

R3 4,540,607 140,535,502,598 4,344,359 136,194,540,569 196,248 4,340,962,029 

R4 4,710,699 145,981,963,226 4,496,127 140,939,676,700 214,572 5,042,286,526 

   ※件数及び給付実績は、返還金等を控除する前の数値を記載しています。 

   

イ 療養費の状況 

   補装具、柔道整復師等の施術、入院時食事療養費差額・入院時生活療養費差額等にか

かる医療給付費として支給する療養費の支給実績は、次のとおりです。 

（単位：円） 

年 度 

全   体 うち、１割負担者分 うち、３割負担者分 

件数

（件） 
給付実績 

件数

（件） 
給付実績 

件数

（件） 
給付実績 

H30 162,939 1,894,789,353 156,495 1,847,634,237 6,444 47,155,116 

R1 161,237 1,843,274,373 154,560 1,796,431,219 6,677 46,843,154 

R2 141,320 1,631,743,307 135,461 1,589,795,953 5,859 41,947,354 

R3 140,589 1,598,804,221 134,267 1,552,619,032 6,322 46,185,189 

R4 141,674 1,560,107,295 134,923 1,512,227,004 6,751 47,880,291 

   ※件数及び給付実績は、返還金等を控除する前の数値を記載しています。 
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ウ 高額療養費給付の状況 

 １か月に支払った医療費の自己負担額が限度額を超えた被保険者に支給される高額療

養費の支給実績は、次のとおりです。 

（単位：円） 

年 度 全   体 うち、一般分 うち、現役並み所得者分 

H30 1,189,949,825 1,062,607,953 127,341,872 

R1 1,243,529,350 1,093,335,008 150,194,342 

R2 1,191,777,924 1,053,872,710 137,905,214 

R3 1,191,877,243 1,047,869,322 144,007,921 

R4 1,228,014,099 1,068,556,569 159,457,530 

  ※給付実績は、返還金等を控除する前の数値を記載しています。 

 

  

エ 高額介護合算療養費給付の状況 

   １年間に支払った介護サービスの利用料と医療費の自己負担額の合算額が一定額を超

えた被保険者に支給される高額介護合算療養費の支給実績は、次のとおりです。 

（単位：円） 

年 度 全   体 うち、一般分 うち、現役並み所得者分 

H30 164,974,170 156,336,495 8,637,675 

R1 163,672,243 152,538,196 11,134,047 

R2 197,503,907 188,770,466 8,733,441 

R3 188,787,544 179,564,517 9,223,027 

R4 163,075,428 154,108,879 8,966,549 

   ※給付実績は、返還金等を控除する前の数値を記載しています。 

 

 

②その他の保険給付の状況 

  葬祭費及び新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の支給状況については、次のと

おりです。 

（単位：円） 

年 度 
葬祭費 傷病手当金 

件数（件） 給付実績 件数（件） 給付実績 

R1 9,506 285,180,000 - - 

R2 9,520 285,600,000 0 0 

R3 9,886 296,580,000 5 272,087  

R4 11,044 331,320,000 34 783,611 
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③一部負担金減免の状況 

災害の被災等により、一部負担金の支払いが困難な方について、一部負担金を減額又は

免除する措置を講じました。 

（単位：円） 

年 度 
減免証明書交付者数 

減免額 
5割（減額） 10割（免除） 

R1  2人  3人   427 

R2  2人  8人 1,469 

R3  4人 17人 2,470 

R4  6人 14人 9,346 
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（３）保険料の賦課・徴収に関する事務 

 

  ①保険料率の状況 

 

    和歌山県における保険料率は、次のとおりです。 

 

年 度 所得割 均等割 

H26・H27 8.55％ 44,730円 

H28・H29 8.93％ 44,177 円 

H30・R1  8.80％ 45,812 円 

R2・R3  9.51％ 50,304 円 

R4・R5  9.33％ 50,317 円 

 

 

②保険料軽減の状況 

  

ア 所得の低い方の軽減措置 

   

所得が一定額以下の被保険者世帯の方について、均等割額を 7 割・5 割・2 割軽減する

措置を講じました。 

   

区  分 令和４年度 令和３年度 

7割軽減対象者 88,810人 86,075人 

5割軽減対象者 22,531人 20,732人 

2割軽減対象者 19,082人 18,314人 

計 130,423人 125,121人 

 

 

イ 被扶養者であった方の軽減措置 

 

被用者保険（健保組合等）の被扶養者であった方について、これまで保険料を支払って 

いなかったことに対する激変緩和措置（所得割なし、均等割額を 5 割軽減）を講じまし 

た。 

 

区  分 令和４年度 令和３年度 

軽減対象者 10,712 人 10,941 人 
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③保険料減免の状況 

 

災害の被災等により、保険料の納付が困難な方について、保険料を 5 割・10 割減免す

る措置を講じました。 

 

年 度 減免件数 減免額 

内      訳 

5割（減額） 10 割（免除） 

件 数 減免額 件 数 減免額 

R2 38件 534,000円 6件 69,900円 32件 464,100円 

R3 48 件 831,000円 9件 129,100円 39件 701,900円 

R4 45 件 586,700円 9件 88,500円 36件 498,200円 

 

 

 

   新型コロナウイルス感染症の流行により、収入減少等があった方について、保険料減

免措置を講じました。 

   

○令和３年度 

   ※納期限が令和 4年 3月 31日までに到来する保険料が対象です 

相当年度 事   由 減免割合 
件数 

（件） 

減免額 

（円） 

R2 

主たる生計維持者の死亡 
10 割(免除) 

0 0 

主たる生計維持者の重篤な傷病 0 0 

新型コロナウイルス感染症の影響

による、主たる生計維持者の収入

の減少 

10割(免除) 2 61,400 

8割(減額) 0 0 

6割(減額) 0 0 

4割(減額) 0 0 

2割(減額) 0 0 

合計 2 61,400 

R3 

主たる生計維持者の死亡 
10 割(免除) 

7 316,600 

主たる生計維持者の重篤な傷病 2 36,400 

新型コロナウイルス感染症の影響

による、主たる生計維持者の収入

の減少 

10 割(免除) 48 2,670,700 

8割(減額) 0 0 

6割(減額) 0 0 

4割(減額) 2 203,000 

2割(減額) 0 0 

合計 59 3,226,700 
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○令和４年度 

   ※納期限が令和 5年 3月 31日までに到来する保険料が対象です。 

相当年度 事由 減免割合 
件数

（件） 

減免額 

（円） 

R3 

主たる生計維持者の死亡 
10 割(免除) 

0 0 

主たる生計維持者の重篤な傷病 0 0 

新型コロナウイルス感染症の影響

による、主たる生計維持者の収入

の減少 

10割(免除) 0 0 

8割(減額) 0 0 

6割(減額) 0 0 

4割(減額) 0 0 

2割(減額) 0 0 

合計 0 0 

R4 

主たる生計維持者の死亡 
10 割(免除) 

38 1,161,800 

主たる生計維持者の重篤な傷病 0 0 

新型コロナウイルス感染症の影響

による、主たる生計維持者の収入

の減少 

10割(免除) 17 1,112,800 

8割(減額) 0 0 

6割(減額) 0 0 

4割(減額) 0 0 

2割(減額) 0 0 

合計 55 2,274,600 

 

 

 

④保険料収納の状況 

 

   保険料の収納状況は、次のとおりです。 

（単位：円） 

区  分 調定額 収納済額 
収納率

（％） 

特別徴収 

割合（％） 

現

年

度

分 

令和２年度 10,425,890,300 10,391,418,026 99.66 61.10       

令和３年度 10,527,677,100 10,487,871,792 99.62 61.26       

令和４年度 10,866,114,900 10,820,934,711 99.58 59.32 

滞

納

繰

越

分 

令和２年度 81,147,214 34,141,934 42.07 ― 

令和３年度 70,977,724 26,101,526 36.77 ― 

令和４年度 70,705,637 28,215,482 39.90 ― 

※調定額は居所不明者分調定額を、収納済額は還付未済額を除いています。 

    ※収納率は、小数点第３位以下を切捨てしています。 
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（４）保健事業に関する事務 

 

①健康診査の状況 

 

ア 医科健康診査 

 

   生活習慣病などの早期発見と介護予防に重点を置き、被保険者の健康の保持増進を目

的とし実施した健康診査事業（医科）の実績は、次のとおりです。 

 

年 度 受診者数 受診率 健康診査委託料 

R2 29,903人 35.83％ 293,589,519円 

R3 28,917人 34.77％ 292,881,924円 

R4 34,203人 41.01％ 345,765,796円 

 ※受診率は、長期入院、施設入所、生活習慣病治療中の方を除外した被保険者数を用いて

算出しています。 

 

   健康診査事業（医科）の令和４年度の受診状況（市町村別）は、次のとおりです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村名 受診者数(人) 市町村名 受診者数(人) 

 和歌山市 14,897人  有田川町 560人 

 海南市 2,205人  美浜町 256人 

 橋本市 2,265人  日高町 230人 

 有田市 911人  由良町 208人 

 御坊市 702人  印南町 280人 

 田辺市 1,978人  みなべ町 242人 

 新宮市 828人  日高川町 225人 

 紀の川市 2,377人  白浜町 732人 

 岩出市 1,615人  上富田町 442人 

 紀美野町 381人  すさみ町 136人 

 かつらぎ町 710人  那智勝浦町 503人 

 九度山町 208人  太地町 86人 

 高野町 113人  古座川町 158人 

 湯浅町 276人  北山村 34人 

 広川町 189人  串本町 456人 

計 34,203 人 
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イ 歯科健康診査 

 

口腔機能低下による身体機能や運動機能の低下防止、低栄養状態や誤
ご

嚥
えん

性肺炎などの

疾病を防ぐ嚥下機能の維持、後期高齢者の健康意識向上を目的とし、平成 28 年度から事

業を開始した健康診査事業（歯科）の実績は、次のとおりです。 

 

年 度 受診者数 受診率 健康診査委託料 

R2 2,684人 5.37％ 12,346,400 円 

R3 3,019人 6.07％ 13,887,400 円 

R4 4,039人 7.27％ 18,579,400 円 

※平成 28年度から実施し、75歳、80歳、85歳、90 歳以上の全被保険者を対象者としていま

す。 

 

 

   健康診査事業（歯科）の令和４年度の受診状況（市町村別）は、次のとおりです。 

 

市町村名 受診者数(人) 市町村名 受診者数(人) 

 和歌山市 1,717人  有田川町 70人 

 海南市 255人  美浜町 31人 

 橋本市 273人  日高町 34人 

 有田市 89人  由良町 12人 

 御坊市 73人  印南町 14人 

 田辺市 227人  みなべ町 45人 

 新宮市 97人  日高川町 47人 

 紀の川市 277人  白浜町 69人 

 岩出市 202人  上富田町 54人 

 紀美野町 23人  すさみ町 26人 

 かつらぎ町 71人  那智勝浦町 88人 

 九度山町 32人  太地町 11人 

 高野町 7人  古座川町 9人 

 湯浅町 73人  北山村 0人 

 広川町 40人  串本町 73人 

計 4,039 人 
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②人間ドック等補助金の状況 

 

関係市町村が実施するドック健診事業に対し補助金を交付しました。 

年 度 補助市町村数 補助金額 

R2 17 19,846,832円 

R3 16 14,471,308 円 

R4 17 16,270,031 円 

 

 

 

 ③保健事業と介護予防の一体的な実施の状況 

 

健康寿命の延伸を目的に、後期高齢者の保健事業と介護予防事業を一体的に実施する方

向性が厚生労働省から示され、和歌山県後期高齢者医療広域連合でも、特別調整交付金を

活用し、被保険者にとって身近な市町村に委託して実施しています。 

令和２年度から海南市、田辺市、那智勝浦町で、令和３年度は紀美野町、高野町、古座

川町で、令和４年度は橋本市、紀の川市、北山村で新たに実施しました。 

  実績は次のとおりです。 

 

年 度 委託市町村数 委託料 

R2 3 16,883,074円 

R3 6 50,937,280円  

R4 9 79,451,758円 
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（５）医療費の適正化に関する事務 

 

レセプト点検や医療費通知等を実施することで、医療費の適正化を図りました。 

 

①療養給付費適正化の状況（レセプト点検効果） 

 

項  目 
令和３年度 令和４年度 

件数 金額 件数 金額 

過誤調整（再審査） 27,085件 27,194,695 円 26,562 件 28,080,681 円 

不当利得返還 87件 4,791,915 円 170 件 18,944,578 円 

第三者行為求償 242件 184,649,818円 214 件 160,456,773 円 

 

 

②療養費（柔道整復、はり・きゅう、あんま・マッサージ）適正化の状況 

 

柔道整復については、指導監督を行っている県に対し、請求に疑義がある施術所等の

情報提供を行うことで適正化に努めています。 

はり・きゅう、あんま・マッサージについては、広域連合で審査業務を直接実施する

ことで審査の厳格化を図っています。 

療養費の適正化の状況は、次のとおりです。 

 

年 度 施術所（者） 申請書件数 返還請求額 

R2 9件 171件 466,839円 

R3 11件 193 件 4,352,775 円 

R4 11 件 16件 319,914円 

 

 

③医療費通知の状況 

 

  医療費の費用額や受診日数、医療機関等の名称などを記載したお知らせです。年２回、

被保険者に送付しています。 

診 療 月 送付時期 件数 委託料 

10月～12月 診療分 5月 152,638件 5,839,245 円 

 1月～9月 診療分  1月 247,096件 9,475,672 円 

計 399,734件 15,314,917円 
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④ジェネリック医薬品利用差額通知の状況 

 

   ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己負担の軽減可能額や、先発医薬品の処方

内容を記載したお知らせです。被保険者の選択肢を広げることにより、自己負担の軽減

や医療保険財政の改善に資するため、年２回、被保険者に送付しています。 

 《 実施の概要 》  

１か月に 14 日以上の薬剤（腫瘍用剤、精神神経用剤は除く。）を処方されていて、

ジェネリック医薬品に切り替えた場合、自己負担額が 200 円以上軽減される可能性が

ある被保険者に送付しています。 

対 象 月 送付時期 件数 委託料 

6月調剤分  8月 9,737 件 307,397円 

9月調剤分 11月  11,935件 376,787円 

計 21,672件 684,184円 

 

 

⑤重複・頻回受診者相談指導の状況 

 

   平成 25 年度から開始した事業です。重複・頻回受診者への指導業務を市町村に委託し

ています。令和 2年度からは業者委託も実施しています。 

年 度 委託先 実績件数 委託料 

R2 4町＋業者委託 87 件 750,620円 

R3 4町＋業者委託 44件 1,082,408 円 

R4 4町＋業者委託 91件 1,706,610 円 
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（６）その他、制度の運営に関する事務 

 

①広報活動の状況 

   後期高齢者医療制度を効果的かつ効率的に広報するため、県及び関係市町村に広報誌

等への掲載を依頼するとともに、ホームページの作成・更新、制度周知のためのパンフ

レットの配布及びマスメディアによる広報活動を実施しました。 

 

 ア 県及び市町村広報の活用 

      県及び関係市町村の広報誌を通じて、後期高齢者医療制度の内容や保険料率改定、健

康診査等について広報を実施しました。 

・県民の友 （県広報誌）  

・関係市町村の広報誌 

 

 イ ホームページの活用  

   広域連合ホームページにより、保険料率改定・健康診査の案内等、各種お知らせを行

いました。 

 

 ウ パンフレットの配布 

   後期高齢者医療制度の概要を記したパンフレット（200,000 部）を作成し、被保険者証

の更新時に被保険者宛に郵送しました。（印刷製本費 1,463,000 円） 

   また、令和 4 年 10 月施行の窓口負担見直し（2 割負担）周知広報の為、令和 3 年度に

リーフレットを作成していたものを、医療機関や高齢者施設に設置するため配布しまし

た。（発送費 979,000円） 

 

 エ マスメディアの活用 

   保険料率の改定にあたり、令和 4 年 7 月 1 日から 7 月 31 日までの間、株式会社テレビ

和歌山にコマーシャルを依頼し、テレビスポット CM60 秒の作成及び 21 本の放送を行い

ました。（広告料 1,016,400 円） 

 

②会議等開催の状況 

 

 ア 幹事会 

関係市町村との緊密な連絡、調整を行うため、幹事会（市町村担当課長会議）を開催

しました。 

 

 ○ブロック幹事会  

会議名 開催日 場 所 内    容 

紀北ブロック 

幹事会 

令和 4年 

 5 月 16日（金） 
書面会議 

広域連合の事務局体制について 

制度改正について 

保健事業について 

基金の状況について 

国への要望事項について 

その他 

紀中ブロック 

幹事会 

紀南ブロック 

幹事会 
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○幹事会 

会議名 開催日 場  所 内    容 

第 1 回幹事会 
令和 4年 

7 月 5日（火） 
オンライン会議 

7月定例会の議案書について 

その他 

第 2 回幹事会 
令和 4年 

11 月 22日（火） 
自治会館 

令和 4年度決算見込みについて 

令和 5年度予算案について 

その他 

第 3 回幹事会 
令和 5年 

1 月 18日（月） 
書面会議 

2月定例会の議案書について 

その他 

 

 

イ 懇話会 

被保険者、医療保険者等の幅広い意見を聴取するため、懇話会を開催しました。 

開催日 場 所 内    容 

令和 4年 

10月 5日（水） 
書面会議 

後期高齢者医療制度の運営状況について 

保健事業について 

 

 

ウ 保健事業推進協議会 

保健事業の進め方について、市町村等からの意見を聴き、改善や運営の参考とするた

め、保健事業推進協議会を開催しました。 

開催日 場 所 内    容 

令和 4年 

11 月 10日（木） 
オンライン会議 

保健事業について 

その他 

・集団健診後の受診勧奨 

・糖尿病性腎症重症化予防事業における市

町村国保との連携 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実 

 施 

令和 5年 

2月 6日（月） 
書面会議 

保健事業について 

その他 

・一体化準備事業に関する契約 

 

 

エ 事務担当者会議 

   関係市町村の事務担当者会議を開催し、通常業務の説明等を行いました。 

会議名 開催日 場 所 内    容 

事務担当者会議 
令和 4年 

 5 月 25日（水） 
オンライン会議 

各種日常業務について 

質問、要望事項等について 

その他 
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③入札、契約の状況 

   令和４年度の主な入札・契約は、次のとおりです。      （単位：円） 

契約名 契約方法 契約相手名 支出金額 

広域連合事務所賃貸借契約 随意契約 株式会社日建 10,728,120 

職員住宅賃貸借契約 随意契約 
大和リビングマネジメン

ト株式会社 
1,635,000 

職員住宅賃貸借契約 随意契約 株式会社フジシマ産業 1,620,000 

情報系・メール無害化システム運

用保守委託契約 
随意契約 富士通 Japan株式会社 1,848,000 

和歌山県後期高齢者医療被保険者

証・減額認定証等年次更新印刷封

入封緘業務委託契約 

随意契約 株式会社イセトー 27,645,058 

後期高齢者の医療機関窓口での医

療費２割負担に伴う口座情報の取

得・登録支援業務委託契約 

指名競争入札 
日本通信紙株式会社 

大阪支店 
13,470,600 

和歌山県後期高齢者医療広域連合

電算処理システム機能改善業務委

託契約 

随意契約 富士通 Japan株式会社 16,984,000 

和歌山県後期高齢者医療広域連合

電算処理システム運用管理業務契

約 

随意契約 富士通 Japan株式会社 86,055,750 

保険給付業務委託契約 随意契約 
和歌山県国民健康保険団

体連合会 
5,496,000 

レセプト点検委託契約 随意契約 
和歌山県国民健康保険団

体連合会 
47,536,032 

柔整療養費支給申請書内容点検業

務委託契約 

随意契約 

プロポーザル 

株式会社メディテクノサ

ービス 
3,351,125 

レセプト画像処理業務委託契約 随意契約 
和歌山県国民健康保険団

体連合会 
28,814,821 

療養費支給申請書検索システム 

データ作成業務委託契約 

（柔整、はり・きゅう、あんま・

マッサージ） 

随意契約 

プロポーザル 

株式会社メディテクノサ

ービス 
1,721,874 

第三者行為求償事務委託契約 随意契約 
和歌山県国民健康保険団

体連合会 
12,609,295 

医療費通知業務委託契約 随意契約 
和歌山県国民健康保険団

体連合会 
15,314,917 

保険者事務執行業務委託契約 随意契約 
和歌山県国民健康保険団

体連合会 
155,875,229 

健康診査業務委託契約 随意契約 
一般社団法人 

和歌山県医師会 
345,333,102 

歯科健康診査委託契約 随意契約 
一般社団法人 

和歌山県歯科医師会 
18,579,400 

医科健康診査に係るデータ管理等

業務委託契約 
随意契約 

和歌山県国民健康保険団

体連合会 
17,468,325 

健康診査受診券等印刷封入封緘業

務委託契約 
随意契約 

日本通信紙株式会社 

大阪支店 
15,235,000 

歯科健康診査受診券等印刷封入封

緘業務委託契約 
随意契約 

日本通信紙株式会社 

大阪支店 
4,928,000 

重複・頻回受診者等相談指導業務委

託契約 
随意契約 

株式会社日本医事保険教

育協会 
1,651,100 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 海南市 12,331,652 
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保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 橋本市 9,821,590 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 田辺市 9,329,568 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 紀の川市 10,416,193 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 紀美野町 12,272,794 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 高野町 5,687,126 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 那智勝浦町 6,752,167 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 古座川町 9,345,946 

保健事業と介護予防の一体的な実施

に係る業務委託契約 
随意契約 北山村 3,494,722 

電算処理システム機器等賃貸借契約 随意契約 FLCS株式会社 74,459,088 

和歌山県後期高齢者医療制度の概

要パンフレット印刷業務委託契約 
随意契約 株式会社東京法規出版 1,463,000 

後期高齢者医療制度広報業務委託

契約 
随意契約 株式会社テレビ和歌山 1,016,400 

※この表は、支出金額 100万円以上のものを記載しています。 
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（２）保健事業について 
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１ 健康診査 

（目的） 

①生活習慣病及びフレイル等の早期発見や重症化予防 

②被保険者が自らの健康状態を確認することで、適切な療養の維持、生活の質の向上を図る。 

 

（検査項目） 

○基本項目・・・問診、計測（身長、体重、BMI、血圧）、診察（身体診察）、血液検査（脂質、肝

機能、腎機能、糖代謝）、尿検査（糖、蛋白） 

○詳細項目（医師の判断により追加される検査項目）・・・ 

貧血検査（血色素量、赤血球数、ヘマトクリット値）、心電図検査、眼底検査、 

血清クレアチニン検査（eGFR）       

 〇追加項目（詳細健診項目の条件に該当しない場合）・・・ 

          血清クレアチニン検査（Ｒ２年度～） 

                  貧血、血清アルブミン、血清尿酸、尿潜血、白血球数、血小板数（Ｒ４年度～） 

  ※特定健診の基本項目とほぼ同様（腹囲計測は実施しない） 

 

（実施期間）６月～翌年２月末（歯科健康診査と同様） 

 

（実施方法） 

○個別健診：県医師会に委託して、県医師会加盟医療機関にて個別健診を実施 

○集団健診：市町村に委託して集団健診を実施（令和５年度から１自治体が増加） 

※集団健診実施町村：かつらぎ町、九度山町、高野町、湯浅町、広川町、有田川町、美浜町、

日高町、由良町、印南町、みなべ町、太地町、古座川町、北山村           

 

（再勧奨通知） 

 ・当該年度の健康診査を受けていない被保険者に勧奨通知（Ａ４サイズ）を郵送した。 

実施年度 送付数 受診者数 受診率 

令和４年度 13,952 通 2,757 人 19.8％ 

 

（受診率） 

実施年度 被保険者数 受診者数 受診率 

令和４年度 163,266 人 34,203 人 20.95% 

 

（今後の変更点） 

 ・令和６年度から長期入院者又は施設入所者が健康診査の対象者から除外されることになっ

た。和歌山県医師会等とも相談し、次のような対応案を考えている。 
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２ 健診受診後のフォロー 

（目的）生活習慣病等の重症化予防  

 

（対象者）集団健診受診者のうち、検査結果（＊）が受診勧奨領域で医療機関未管理者。 

ただし、結果説明会等行っている市町村の受診者及び認知症等は除く。 

＊BMI、血圧（収縮期血圧・拡張期血圧）、中性脂肪、HDL コレステロール、LDL

コレステロール、GOT,GPT,γ‐GTP、HbA1c、eGFR 

 

（方法）医療機関受診勧奨通知及び対象者の状況に合わせたパンフレットの送付 

 

（実績）４月～１０月受診者（令和５年１月末郵送） 

対象者 受診者 未受診者 

医療 健診 

69 人 44 人  0 人   25 人 

63.8％  36.3％ 

１１月～３月受診者（令和５年６月末郵送） 

対象者 受診者 未受診者 

医療 健診 

6 人 1 人 0 人 5 人 

16.7％  83.3％ 

 

 

 

注：7月末現在、レセプト及び健康

診査の結果を確認して算出した結果 
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３ 歯科健康診査 

（目的） 

①口腔機能の維持・向上、全身疾患の予防等を実現する。 

②自らの健康意識を高める機会とし、生活の質の向上を図る。 

 

（対象者）令和５年３月末で７５歳・８０歳・８５歳及び９０歳以上の被保険者 

 

（実施期間）６月～翌年２月末（医科健康診査と同様） 

 

（検査項目）問診、口腔内診査（歯の状態、歯周組織の状況、咬合の状態、口腔衛生状況、口腔乾

燥、粘膜の異常）、口腔機能検査（咀嚼（かむ）能力、舌機能、嚥下（飲み込む）機能） 

  

（実施方法）県歯科医師会に委託して、県歯科医師会加盟医療機関にて個別健診を実施 

 

（再勧奨通知） 

 ・当該年度の健康診査を受けていない被保険者に勧奨通知（Ａ４サイズ）を郵送した。 

実施年度 送付数 受診者数 受診率 

令和４年度 16,332 通 794 人 4.9％ 

 

（受診率） 

実施年度 対象者数 受診者数 受診率 

令和４年度 55,953 人 4,039 人 7.22％ 

 

（今後の変更点） 

 ・医科健康診査同様に、令和６年度から長期入院者又は施設入所者等が対象者から除外され

ることになった。 
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４ ドック健診事業費補助金 

（目的）ドック健診は、健康診査同様に疾病の早期発見及び早期治療につながる機会になり、被保

険者の健康保持増進を図る。 

 

（内容）市町村が行う人間ドック・脳ドック健診助成事業に対し、補助金を交付 

   ＊市町村が受診結果を特定健診データ管理システムに登録することで、健康診査結果との

一元管理を図り、保健事業に活用している。 

 

（補助率）補助対象額から自己負担額を除く費用に対し１／２ 

 

（実績）  

 

 
 
 

（今後の方針） 

・来年度も、予算の範囲内で補助を行えるよう予算要求予定。ただし、予算要求額は、市町村を

対象に実施する意向調査の結果に基づく。 

・補助金交付上限額を超えて、市町村から実績報告が届いたときは、当広域連合の予算の範囲内

において、予算現額を按分して交付する予定。 

  【参考】令和５年度の補助金交付上限額   ２１，４３２，０００円 

１件当たりの補助金交付上限額       ２０，０００円 

 

 

５ 重複及び頻回受診者等相談指導事業 

（目的） 

①適正受診の勧奨より、被保険者が必要な医療の提供を受けることができる。 

②重複及び頻回受診による薬物の過剰投与等の身体に悪影響を及ぼす行為を避けることができ 

る。 

 

（対象者） 

 ①重複受診者：同一傷病について、同一診療科目の保険医療機関を１月につき３か所以上受診

し、その状態が３月以上継続している者であって、保健指導及び助言が必要な者 

②頻回受診者：同一傷病について、同一診療科目の保険医療機関を１月につき１５日以上受診

し、その状態が３月以上継続している者であって、保健指導及び助言が必要な者 

③多剤服薬者：２医療機関から３剤以上の服薬している状態が２か月以上継続している者であっ

て、保健指導及び助言が必要なもの。(令和 2 年度から) 

 

（実施方法）市町村又は委託業者に委託 

 

 

交付年度 交付者数 交付額 交付対象市町村数 

令和４年度 1,244 人 16,270,031 円 17 市町村 
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（実施内容） 

①当広域連合がレセプトから抽出した指導候補者を基に、指導対象者を決定。 

②相談指導員（保健師、看護師、管理栄養士）が、被保険者及びその家族に対し、個々の実情に

即した、指導・相談・情報提供等、適切な保健指導及び助言を実施。（原則１回） 

③評価報告 

 

（実績） 

 

（今後の取組） 

・令和５年度から、市町村との契約分についても訪問回数を原則１回とした。 

・令和４年度から。業者委託者にアポなし訪問を実施してもらっている。令和５年度から、不

在時の再訪問は、対象者から連絡があった場合に実施予定。 

 

 

６ 糖尿病性腎症重症化予防事業 

（目的）糖尿病性腎症の発症や重症化を予防することにより、腎機能の悪化や人工透析導入を遅延

させる。 

 

（対象者）前年度健康診査結果において、①～③の項目全てに該当する者。ただし、認知症・慢性

腎不全等のものおよび 90 歳以上の者は除く。 

①ＨｂＡ１ｃ6.5％以上 

②腎機能障害を疑われる者（尿蛋白【＋】又は eGFR45 未満） 

③糖尿病のレセプトデータがない者。    

 

（実施方法） 

①本人の健診結果、パンフレット（糖尿病性腎症の病気についての説明や医療受診の必要性・生 

 活上の留意事項等）、連絡票を郵送する。 

②医師から返送された受診連絡票やレセプト情報等から受診状況を確認 

 ③未受診者に訪問等で再勧奨を行う。 

 

 

市町村
(実） (延） (実） (延） (実） (延） (実） (延）

岩出市 2 2 2 8 0 0 0 0 0 2 2

湯浅町 2 0 0 11 4 5 0 0 0 4 5

美浜町 0 0

印南町 2 2 2 0 0 0 1 1 1 3 3

太地町 0 0 0 1 1 2 0 0 0 1 2

業者委託 148 36 36 289 38 38 21 5 5 79 79

合計 154 40 40 309 43 45 22 6 6 89 91

指導した人数
対象者

指導した人数
対象者

指導した人数
対象者

指導した人数
重複受診者 頻回受診者 多剤 合計
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（実施結果）令和４年度は、未受診者（１人）に加え、レセプトや健診結果等において治療状

況が不明確であった方（４人）にも訪問を実施。すべての方と面接できた。 

対象者※ 受診者 

15 人 

14 人 
連絡票 レセプト 健診結果 

7 人 5 人 2 人 

未受診者 

1 人 
訪問指導 再勧奨未 

1 人 0 人 

※令和 3 年の健診結果より抽出 

勧奨後受診率 93.3％ 

 

（今後の取組） 

 ・和歌山県糖尿病対策会議、和歌山県医師会等からの助言もあり、令和５年度から対象者の

抽出要件のうちＨｂＡ１ｃを６．５％以上から７．０％以上に変更した。 

 ・市町村国保から後期高齢者医療に保険者が切り替わった方で、後期高齢者医療でも継続して受

診勧奨を行うことが望ましい被保険者の情報を市町村から提供を受け、今後の保健事業の活か

す予定。 

 

 

７ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について 

（背景）７５歳到達により国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することによって、保健事

業の継続性がなかった。また、保健事業は保険者が行い介護予防は市町村が行うなど、同じ

対象者に対して別々に事業等を行っている状態であった。 

 

（目的）複数の疾患や認知機能の低下・社会的つながりの低下等フレイル状態になりやすい高齢者

に対して、心身の特性に応じてきめ細やかな保健事業を行う。 

 

（実施方法）市町村に委託。 
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（進捗状況）令和６年度に全市町村で実施予定。 

市町村名 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

和歌山市 

   

〇 〇 

海南市 〇 〇 〇 〇 〇 

橋本市 

  

〇 〇 〇 

有田市 

   

〇 〇 

御坊市 

    

〇 

田辺市 〇 〇 〇 〇 〇 

新宮市 

    

〇 

紀の川市 

  

〇 〇 〇 

岩出市 

   

〇 〇 

紀美野町 

 

〇 〇 〇 〇 

かつらぎ町 

   

〇 〇 

九度山町 

   

〇 〇 

高野町 

 

〇 〇 〇 〇 

湯浅町 

    

〇 

広川町 

   

〇 〇 

有田川町 

    

〇 

美浜町 

    

〇 

日高町 

    

〇 

由良町 

    

〇 

印南町 

   

〇 〇 

みなべ町 

   

〇 〇 

日高川町 

    

〇 

白浜町 

   

〇 〇 

上富田町 

   

〇 〇 

すさみ町 

    

〇 

那智勝浦町 〇 〇 〇 〇 〇 

太地町 

    

〇 

古座川町 

 

〇 〇 〇 〇 

北山村 

  

〇 〇 〇 

串本町 

    

〇 

計 3 6 9 19 30 

 

（今後の取組） 

・実施を困難にしている要因として「専門職の確保」が挙げられることから、和歌山県医師会、

和歌山県歯科医師会、和歌山県薬剤師会、和歌山県栄養士会に保健事業の実績を報告すると

ともに、一体化への協力依頼を行う。 
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